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１．はじめに  

 コンクリートの表層品質確保の観点から種々の非破

壊試験の研究開発がなされており，導電率（電気抵抗

率の逆数）に関する検討もある．導電率は空隙水中の

イオンの移動指標であり，導電率が低いとコンクリー

ト中のイオンの移動のし易さは低下する．この性質を

利用して，AASHTO Designation: TP95-11 のように飽水

状態のコンクリートの電気抵抗率からその遮塩性能を

評価する試験方法が規準化されている．イオンの水和

物への固定化を無視すれば，イオンの移動のし易さは

空隙水の連続性に支配され，空隙構造が緻密化して空

隙水の連続性が低下すると，導電率は低下する．一方，

乾燥によっても空隙水の連続性は低下し，導電率も低

下する．つまり，コンクリートが乾燥するような環境

条件下において導電率によって物質移動抵抗性を評価

する場合は，この二面性について配慮する必要がある． 

 本研究では，空隙水の連続性に支配される導電率と

水で満たされていない空隙の連続性に支配される表面

透気係数や表面吸水量との関係を実験的に整理し，散

水処理前後で測定した導電率による表層品質評価の可

能性を検討することを目的とした． 

２．実験概要  

2.1 供試体概要  

 供試体は高炉セメント B 種と AE 減水剤を使用した

W/C=52.8 %，Gmax=20 mm，スランプ 8 cm，空気量 4.5 %

のコンクリートで温度 20°C，R.H. 60 %の室内で作製し

た．寸法は W400×H500×D200 mm で，表-1に示す養

生方法と養生後の処置を施して試験に用いた．なお，

試験面以外はアルミ粘着テープを用いてシールした． 

2.2 導電率の測定方法 

 電流電極を 60×10 mm の矩形型にした 4 プローブ法

により電気抵抗率を測定 1)し，その逆数をとることで導

電率を求めた．なお，通電条件は既報 1)と同様であるが，

電極間隔は 3 cm と 5 cm の 2 水準とした． 

 測定は材齢約 4 か月において保管直後の乾燥した状

態（散水処理前）と散水処理後に実施した．散水処理

は，霧吹きでコンクリート表面に水分を供給した後に

濡れたウェスで約 30 分間湿布することで実施した．霧

吹きによる散水は，コンクリート表面に大きな気泡の

発生が確認されなくなるまで断続的に実施した． 

2.3 表面透気係数の測定方法 

 所定期間の養生後，乾燥期間 56 日においてダブルチ

ャンバー法による表面透気試験 2)を実施した．1 ケース

あたり 3 か所測定した平均値を試験結果とした． 

2.4 表面吸水量の測定方法 

 表面吸水試験 3)で 10 分間の表面吸水量を材齢約 4 か

月において測定した。1 ケースあたり 2 か所測定した平

均値を試験結果とした。 

表-1 養生の方法と養生後の処置 

No. 養生材 期間 養生方法と養生後の処置※ 
A 型枠用合板 1 1 日 型枠存置 
B 型枠用合板 1 3 日 型枠存置 
C 型枠用合板 1 7 日 型枠存置 
D 貼付型保水・保温養生シート 28 日 材齢 2 日脱型，直ちにシート養生 
E 保水マット 7 日 材齢 2 日脱型，直ちに湿布養生 
F 貼付型保水・保温養生シート 28 日 材齢 2 日脱型，2 日静置後，材齢 4 日にシート養生 
G 被膜養生剤（水分散系ポリエステル） 28 日 材齢 2 日脱型，剤を 150 g/m2塗布，養生後に表面塗膜部除去 
H 被膜養生剤（水分散系ポリエステル） 28 日 材齢 2 日脱型，剤を 200 g/m2塗布，養生後に表面塗膜部除去 
I 型枠用合板 2 7 日 型枠存置 
J 型枠用合板 1 7 日 型枠存置，養生終了後，送風にて強制乾燥 
K 貼付型保水・保温養生シート 56 日 材齢 2 日脱型，直ちにシート養生，養生終了後，送風にて強制乾燥 

※養生あるいは養生後の処置後に室内（温度 20°C，R.H. 60 %一定）に本文中に示す期間静置し，各種試験を実施． 

キーワード 養生，表層品質，導電率，電気抵抗率，表面透気係数，表面吸水量 

連絡先 〒980-8579 仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-06 東北大学大学院工学研究科土木工学専攻 TEL022-795-7430 

土木学会第70回年次学術講演会(平成27年9月)

 

-87-

Ⅴ-044

 



 凡例 ◇A，◆B，◆C，●D，■E，●F，△G，▲H，×I，＋J，○K，赤：散水処理前，青：散水処理後  

 

図-1 表面透気係数 kT および表面吸水試験の表面吸水量 Wswaと散水処理前後の導電率の関係 

 

３．実験結果と考察  

 図-1に表面透気係数 kTおよび表面吸水試験の表面吸

水量 Wswaと散水処理前後の導電率の関係を示す．図-1

より，電極間隔 3 cm において，kT および Wswaとの関

係には，散水処理前後でそれぞれ弱い負あるいは正の

相関が確認された．これらを線形近似したときの決定

係数 R2は 0.13～0.35 である．一方，電極間隔 5 cm にお

いては明確な相関が確認できず，R2 は 0.01～0.25 であ

った．これは，乾燥条件下のコンクリートのを 4 プロ

ーブ法で測定すると，その測定値は電極間隔と同程度

の深さのを評価している 4)のに対し，kT と Wswaはごく

表面部の物性を評価しているためと，は空隙水の連続

性に支配される物性値であり，は水で満たされていな

い空隙の連続性に支配される kTおよびWswaとは直接の

関連性はないことが原因と考えられる． 

 そこで，導電率の吸水処理前後の差を取る（以下，

導電率変化量，）ことで，kT および Wswaとの相関を

比較評価した．図-2および図-3に kT および Wswaと

の比較結果を示す．図-2 および図-3 より，kT および

Wswaと電極間隔3 cmのの間には一定の相関性が確認

でき，R2は 0.5 以上となった．一方で，電極間隔 5 cm

の結果ではは散水処理前後でさほど変化せず，多くの

養生条件において = ±2.0×10-4 S/m となった．これ

は，表面透気試験や表面吸水試験の試験結果はコンク

リートのごく表面部を対象に実施した試験であるため

と，散水処理による含水率の変化ならびにそれに伴う

導電率の変化がごく表面部に留まるためと推察される． 

 ただし，最も低品質の供試体 A では，電極間隔 5 cm

においても が大きくなった．これは低品質のコンク

リートであると深部まで水分が浸透し，電極間隔 5 cm

で測定されるに影響を及ぼすためと考えられ，複数水

準の電極間隔にて を評価することで，より適切な品

質評価が可能になることを示唆するものである． 

 
図-2 表面透気係数 kT と導電率変化量の関係 

 
図-3 表面吸水量 Wswaと導電率変化量の関係 

４．まとめ  

 散水処理前後の導電率の変化量は，表面透気係数や

表面吸水試験の表面吸水量と相関があり，乾燥した空

隙構造に関連する表層品質の評価に適した評価指標で

ある可能性を示すことができた． 
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